
円

円

① 円 円

② 円 円

③ 円 円

④ 円 円

⑤ 円 円

⑥ 円 円

円 円

※1 １世帯あたりの限度額を超える場合は、限度額を記載すること（ただし上限80,000円／ｍ）

　　＜限度額＞ブロック塀等の撤去のみ： 100,000円の範囲内

　　　　　　　ブロック塀等の撤去と、その後の設置： 150,000円の範囲内

※2 「対象業務費用」欄の金額が、限度額を超える場合、限度額を超える部分に

　　ついての同欄の記載は「-」としてよい

※3 上表の内訳を添付（工事業者指定の様式で可。）すること

氷見市長　様

（※市町村記入欄）

市町村名 受付番号 受付担当者名

（※申込者記入）上記の見積書を確認しました。

令和○○年○○月○○日 住　所 ○○市○○　☐―□ー☐

氏　名 ○　○　○　○

会社名 ○×○×工務店

電話番号 ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊

代表者名 ○　○　○　○

（※業者記入）上記のとおり見積書を提出します。

令和○○年○○月○○日 住　所 ☐☐☐県○○○市○○○　△－△ー△

合　　　計 420,000 130,000

備考対象業務費用
（消費税込）(※2)

ブロック塀　新設 300,000 50,000

ブロック塀　撤去 120,000 80,000

見積金額(対象業務費用)(※1) 130,000 (消費税込)

工事名称
金　額

（消費税込）

見積金額 (総工事費) 420,000 (消費税込)

様式第３号

【記入例】業 務 見 積 書
（　撤去のみ　・　撤去及び設置　）
※ 該当する被害の程度に○をつけてください。

例では、対象分の金額は４２万円だが、限度額１５万

円を超えることから、１５万円を記載する。

撤去の限度額：１０万

円

記載例


